
令和４年度 第２回三郷区地域協議会 
 

次 第 
 

 

日時：令和4年5月24日(火)午後6時30分～ 

会場：三郷地区公民館 2階 集会室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 議題等の確認                         

 

 

３ 議題 

（１）令和４年度地域活動支援事業について           

 

（２）地域自治推進プロジェクト及び令和４年度の地域協議会の取組等について 

  

 

４ 議題 

（１）自主的審議事項について 

・三郷地区公民館に関する自主的審議事項の検討について 

・自主的審議事項「三郷区の郷土芸能 無形文化財『春駒』の伝承について」 

 

 

５ 事務連絡 

 

 

６ 閉 会 



令和4年度 三郷区地域活動支援事業　提案概要一覧 南部まちづくりセンター

新規 総事業費 補助金希望額 補助率

A（円） B（円） B/A（％）

1 三郷花を楽しむ会
三郷のバス停をお花で飾ろう事
業

地域住民の交流を目的に、プランターに花を植え、
三郷地区内のバス停に飾る。また、苗の植替え等の
管理も行う。

１.住民の交流を活発にす
る事業

○ 117,372 117,000 99.68%
プランター、花苗、
培養土経費

2
桜町町内会自主防災組
織

桜町町内会自主防災活動・安
全・安心対策事業

安全・安心な地域づくりのため、町内の公園内に防
災倉庫を設置し、必要備品を管理する。また、避難
訓練や総合防災救護訓練も行う。

3.安全・安心な地域づくり
に関する事業

1,210,000 1,130,000 93.39%
防災倉庫設置費
防災資機材整備
費

3
三郷地区の歴史・史跡を
研究する会

三郷地区の歴史・史跡を研究す
る事業

三郷の歴史・史跡を学ぶ機会をつくり、郷土愛を育
むとともに、歴史資源をいかした地域づくりにつなげ
るため、国分寺跡と伝えられる場所の地中探査及び
地中探査勉強会（成果の公開）、ジオラマの制作を
行う。

2.地域資源の活用を図り、
地域への愛着を深める事
業

309,538 309,000 99.83%
地中探査、講師謝
礼
資料印刷費

4 楽しい健康体操教室 三郷楽しい健康体操教室事業
地域住民の健康の増進を図るため、講師を招いて
体操教室や料理教室を行う。

4.住民の健康と福祉の充
実を図る事業

114,000 108,000 94.74% 講師料

6
下四ツ屋町内会自主防
災組織

下四ツ屋町内会安全・安心対策
事業

安全・安心な地域づくりのため、LEDバルーン投光
器等の機材を整備するとともに、秋雨苑駐車場で避
難所開設訓練を行う。

3.安全・安心な地域づくり
に関する事業

470,000 470,000 100.00%

LEDバルーン投光
器、ポータブル電
源、ソーラーパネ
ル整備費

補助金の主な使途
整
理
№

提案団体名 事業名 事業概要
提案団体が考える
優先採択事業項目
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令和4年度 三郷区地域活動支援事業　提案概要一覧 南部まちづくりセンター

新規 総事業費 補助金希望額 補助率

A（円） B（円） B/A（％）
補助金の主な使途

整
理
№

提案団体名 事業名 事業概要
提案団体が考える
優先採択事業項目

7 長者町町内会
長者町町内にLED仕様の街灯
を追加設置し、更なる安全防犯
を図る事業

安全・安心な地域づくりのため、LED仕様の街灯を
追加設置するとともに、夕暮れ時の安全確認パト
ロールを行う。

3.安全・安心な地域づくり
に関する事業

78,540 78,000 99.31%
LED防犯灯設置
費

8 三郷まちづくり振興会
郷土芸能無形文化財「春駒」の
伝承事業

三郷区の無形文化財「春駒」を郷土芸能として伝承
するため、映像ディスクを作成、配布するとともに、
上映会を開催する。

2.地域資源の活用を図り、
地域への愛着を深める事
業

966,500 966,000 99.95%
撮影委託費
会場使用料
講師料

9 三郷まちづくり振興会
三郷区高齢者支援・交流事業
（「買い物ツアー」の実施）

市街地中心部への買い物等の移動に不便を強いら
れている高齢者を支援するとともに、高齢者同士の
相互交流を促進するため、「買い物ツアー」を実施
する。

１.住民の交流を活発にす
る事業
4.住民の健康と福祉の充
実を図る事業

139,120 125,000 89.85% バス借り上げ料

10 ENJOY35 さんごう仲間づくり事業
世代間の交流促進と住民の健康の増進を図ること
を目的に、地域ボランティアと小学生による雑巾プロ
ジェクトやフリーマーケット、広報活動等を行う。

１.住民の交流を活発にす
る事業
4.住民の健康と福祉の充
実を図る事業

168,230 138,000 82.03%
消耗品
講師料

※整理№5は、R4.5.18提案取下げの申出があったため欠番

3,573,300 3,441,000 96.30%

予算額 4,900,000

差引額 1,459,000

2



地域自治推進プロジェクト及び令和 4年度の地域協議会の取組等について 

 

◎ 令和 4年度に地域協議会による取り組みをお願いする事項 

地域の活力向上を目指して、次の 2点をお願いします。 

①「地域を元気にするために必要な提案事業（元気事業）の提案」や

「意見書の提出」、「地域内での課題解決」に向けて、自主的審議に

よる議論を進めていただく。 

②「地域活性化の方向性の作成」に着手いただく。 

 

１ 市長公約プロジェクト「地域自治推進プロジェクト」について（説明事項） 

 

・地域自治推進プロジェクトの概要     資料 1 

 

 

 

２ 令和 4年度に地域協議会から取り組んでいただきたい事項（お願い事項） 

 

① 取組の進め方       資料 2 

 

 

② 自主的審議について      資料 3、4、5 

 

 

③ 「地域活性化の方向性」の作成     資料 6 

 

 

 

 

 

配布資料 

・資料 1 公約プロジェクト 1 地域自治推進プロジェクト 

・資料 2 【令和 4年度】地域協議会から取り組んでいただきたい事項 

・資料 3 令和 4年度の自主的審議の流れ 

・資料 4 「地域を元気にするために必要な提案事業（元気事業）」の手順例 

・資料 5 平成 30年度頸城区地域協議会から提案のあった事業提案書（写し） 

・資料 6 各地域協議会による「地域活性化の方向性」の作成について 



地域自治推進プロジェクト 【地域の活力向上を目指して…】

・地域のことは地域で決めて、地域で実行する地域自治の仕組みの強化を目指す。

プロジェクト

１

・「住民同士の支え合い」や「活気を生み出す」ような自治
区単位での自主的な活動がなかなか広がらない

その要因 ⇒活動を企画・実行する人材の確保が困難
⇒地域自治区制度の下で、地域の課題を拾

い上げ、地域や市に対して解決策の提案
まで到達する事例が限定的

≪現状に対する課題認識≫ ≪課題解決の方向性≫

・地域と市が一緒になって話合い、市内各所の多様な
資源をいかしながら地域の活力を高めていく取組を実現

・どうやって 「地域のことを地域で実行できる取組」を生み出していくか
・どうやって 「地域の人材」を取り込むか
・どうやって 「地域のニーズ」を把握していくか

≪検討の観点≫

・現状のまま推移した場合の課題の深掘り

・合併後20年を迎えようとする今、20年後
の将来を見据えた「理想的な姿」の考察

・実現するためのロードマップの策定

≪検討の展開順序≫

・地域自治の活動を活性化する予算
⇒ 【事業の検討・提案方法、評価方法】

・地域の活動団体 ⇒ 【公益的活動の充実】
・地域協議会 ⇒ 【役割の再整理】
・総合事務所、まちづくりセンター

⇒ 【地域との関わり方】
・区域 ⇒ 【設定の考え方の再整理】

≪検討事項・論点例≫ ≪検討方法≫

・総合事務所、まちづく
りセンターを含む庁内
での協議

・地域協議会や住民組
織など活動団体への
ヒアリングと協議

・他自治体の事例調査

※スピード感の異なる検討
課題に対しては、緊急性
に応じて柔軟に対応

≪最終目標≫

※現状の運用も含め、しっかりと時間
をかけた議論・検討

※制度を運用していくことを見据えた
丁寧な制度設計と合意形成

地域に住み続けることに誇りと愛着を持ち、
市民生活の満足感の高揚や質の向上が図られる取組を生み出した状態

公約

資料1



年度
令和4年度

令和5年度 令和6年度以降
4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

①自主的審議

地域を元気にするた
めに必要な提案事業

意見書の提出

地域内で課題解決

②地域活性化の
方向性の作成

年度
令和4年度

令和5年度 令和6年度以降
4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

地域独自の予算
(予算要求の仕組み)

【令和4年度】地域協議会から取り組んでいただきたい事項

[市] 地域と事業
検討・R6予算編成

[地域]事業検討

自主的審議事項（継続審議・課題の抽出～テーマ決め～課題解決に向けた検討等） ※令和5年度以降に 解決を図るもの

「地域独自の予算（予算要求の仕組み）」は、市が令和4年度中に制度設計を行います

[市] 制度確定

[市] 提案内容の審査～予算要求～議決
事業提案に向けた検討
(地域協･地域団体･市)→提案

[市] 対応検討～予算要求(必要に応じて)～議決
意見書の内容の検討

→ 意見書提出

[地域] 取組着手

[市] 事業実施

[市] 事業実施

意見交換と合意形成
(地域協､住民組織､地域団体等)

[市]庁内検討

【凡 例】

地域協議会
地域団体等
市【参考】市で取り組むこと

自主的審議事項（同上）

※

自
主
的
審
議
の
進
捗
に
応
じ
て [地域] 課題解決に向けた取組に着手

地域団体等への
働きかけ

※自主的審議と並行して作成した方が効率的な場合、9月末を 目途に作成

※その他、通年適時の事業として、諮問・答申や委員研修の実施、地域協議会だよりの発行等があります。

①「元気事業の提案」や「意見書の提出」、「地域内での課題解決」に向けて、自主的審議事項による議論を進めていただく。
②「地域活性化の方向性の作成」に着手いただく。

※地域、市の検討状況によっては12月補正等へ前倒し

※令和4年度内での取組内容の取りまとめ等を図るもの

資料2

地域の活力向上を目指して、主に次の2点をお願いします。

【スケジュール】

[市]・[地域]
事業実施

作成に着手

作成に着手 ※自主的審議の状況を踏まえて、令和4年度中に作成に着手、完了期限は設けない[市]
作成依頼

ﾊﾟﾀｰﾝ①

ﾊﾟﾀｰﾝ②

ﾊﾟﾀｰﾝ①

ﾊﾟﾀｰﾝ②



令和 4年度の自主的審議の流れ 

 

 

 

資料 3 



「地域を元気にするために必要な提案事業（元気事業）」の手順例

地
域
協
議
会

市

地
域
団
体
等

自主的審議を進めた中で、地域団体等（取組を実施する団体）の参画により課題の解決を図ろうとした時、地域協議会だけではなく、
市の協力も必要となる事柄（人材面、資金面、制度の運用面など）が想定される場合、「元気事業」の提案に向けた協議を開始する。

元気事業の条件、意見書との違い

☆地域住民や地域団体等との意見交換を通じて把握した課題への対応であること → 協議会のみで検討された課題は原則対象外
☆地域団体等が主体的に取り組む事業であること → 市だけに事業を依頼するものは意見書
☆事業提案に向けた検討の段階から、市が協議に加わる → 市が加わることで、提案事業の実現性、実効性を高める

当年度＞＞＞＞＞ （9月目途）

提
案
書
提
出

提
案
書
受
領

庁
内
協
議

回
答
書
作
成

回
答
書
受
領

予
算
編
成

議
決･

予
算
確
定

取
組
実
施

回
答
内
容
共
有

回
答
内
容
共
有

成
果
の
検
証

翌年度以降＞＞＞

協
議
に
参
画

協
議
に
参
画

実
施
主
体
の
調
整

市
関
係
課
と
連
携

事
業
内
容
協
議

意
見
交
換
参
加

事
業
提
案
書
の
提
出
に
向
け
た
協
議

提
案
書
完
成

地
域
が
自
ら
実
行
す
る
事
柄
と
市

へ
求
め
る
支
援
等
（
人
材
・
財
政

支
援
、
制
度
改
正
等
）
の
検
討

事業提案書の取りまとめ

取組の実施に向けた
具体的な検討

取組の実施に向けた
具体的な検討

取組の実施に向けた
地域団体等と連携・調整

【参考】頸城区における元気事業の実施例

・頸城区観光協会設立（市は補助）
・ビジターセンターの観光施設としての利用促進

・釣り並びにキャンプ場有料化と管理事務所設置
・小池周辺の桜の整備

・大池第3キャンプ場の駐車場の拡張
・大正山の整備

・雁金城跡周辺の整備（別事業で対応）

資料4
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各地域協議会による「地域活性化の方向性」の作成について（お願い） 

 

１ 「地域活性化の方向性」の作成目的 

地域協議会による地域の活力向上に向けた議論を進めるに当たり、委員間の認識の共有はもと

より、地域協議会と市の認識の共有を図るとともに、市の取組の企画の参考としたいことから、

地域において特に重視したいこと、大切にしたいことを、各地域協議会において「地域活性化の

方向性」として作成するもの 

◎用  途 ⑴自主的審議、元気事業、意見書、地域への働きかけの取組における、各地域 

協議会及び総合事務所、まちづくりセンターの共通認識 

⑵市の取組の企画の参考とする考え方 

◎作成主体 各地域協議会 

２ 「地域活性化の方向性」の作成の着手時期 

各地域協議会において、令和 4 年度に地域活性化の方向性の作成を始めるようお願いします。 

３ 「地域活性化の方向性」の内容 

・幅広い分野（地域資源・産業・観光・農業・自然・風土等）の中から、各区の個性や特性をい

かすことで、地域の活性化につなげるもの。 

・地域の課題解消や現在の状態をさらに良くすることで、地域の活性化につながるもの。 

・方向性の構成要素は、おおむね 1～5つ程度で作成願います。 

※全区で作成し、市民からも見ていただくため、一定の分かりやすさを必要とすることから、構

成、書きぶりについて、下記の基本形に沿って作成願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「地域活性化の方向性」の作成後の取扱い 

⑴ 各地域協議会の自主的審議のテーマの選定、元気事業や意見書の内容等を制限するものとは

しません。 

⑵ 他の団体等が作成した既存の地域の計画等（まちづくり計画、農業振興に関する計画等）を

妨げるものとはしません。※協力して取り組むことで互いが良い方向に進める事項については、

積極的な連携を考えていくことが想定されます。 

⑶ 地域協議会による作成とするため、市全体の方針や考え方と異なる方向性（構成要素含む）

の作成も可能ですが、そのような内容とする場合は、市の一体性の確保や公益性との間で整合

を図ることができないことから、その方向性に基づく取組を市が行うことは困難です。 

５ 「地域活性化の方向性」の作成手順  ※令和 4年度に次の①②を開始 

①各事務局から地域協議会へ作成を依頼 

②各地域協議会で作成（例：2～4 回（アイデア出し 1～2 回、話し合い 1～2 回、まとめ 1 回な

ど）。会議の後半の時間などを使って） 

③完成 

≪○○区の地域活性化に向けて≫ 

○構成要素 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・雪のある暮らしの魅力の発信 

・雪をいかした企画の実施 

・雪室を活用した特産品の企画 

・冬期間の安心安全な暮らしの推進 

資料 6 

○○区の□□□□という個性（強み、特性）をいかして、△△△△△△ます。 

 

 

暮らす人や訪れる人の地域への愛着を育み 

豊富な雪 
【基本形】 


